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か
ら
だ
館
は
慶
應
義
塾
大
学
先
端
生
命

科
学
研
究
所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ

で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
は
、
同

大
学
環
境
情
報
学
部
教
授
の
秋
山
美
紀
さ

ん
。
２
０
０
７
年
の
開
設
か
ら
今
ま
で
総

勢
17
名
の
庄
内
在
住
者
が
現
地
ス
タ
ッ
フ

と
な
り
、
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
と
企
画

運
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
現
ス
タ
ッ
フ

は
、齋
藤
彩
、小
林
ま
ゆ
み
、瀬
尾
利
加
子
、

長
谷
川
結
の
４
名
で
す
。

　

開
設
当
初
は
﹁
が
ん
﹂
に
特
化
し
た
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
は

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
﹁
み
ん
な
の
健
幸

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
﹂
に
変
更
し
、
地
域
に
暮

ら
す
人
た
ち
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
的

で
幸
せ
な
生
活
を
送
る
た
め
の
﹁
ヘ
ル
ス

リ
テ
ラ
シ
ー
を
蓄
え
る
場
づ
く
り
﹂を
行
っ

て
い
ま
す
。
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
、

健
康
に
関
す
る
情
報
を
理
解
・
活
用
し
、

健
康
の
維
持
や
増
進
に
役
立
て
る
﹁
力
﹂

の
こ
と
。
か
ら
だ
館
で
は
現
在
、
自
分
が

元
気
に
な
り
、
仲
間
が
元
気
に
な
り
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
元
気
に
な
る
、
そ
ん

な
良
い
循
環
と
元
気
の
輪
が
庄
内
に
広
が
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バック
ナンバーは
こちらから

あらためまして、からだ館です
鶴岡公園向かい

鶴岡タウンキャンパス２階の
このあたりにあります

2007年の開設から17年目を迎えた慶應義塾大学先端生命科学研究所からだ館。

でもいまだに「からだ館ってどこにあるの？」「何をしているところ？」と聞かれることがあります。

そこでリニューアル第１号では、「からだ館のい・ろ・は」をご紹介します。

からだ館の

か
ら
だ
館
と
は
？

か
ら
だ
館
の
活
動

からだ館の

ろ
る
こ
と
を
目
指
し
、
次
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

１
．調
べ
る
・
探
す

　

致
道
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
内
に
が
ん
を
中
心

に
病
気
の
治
療
や
予
防
、
健
康
維
持
な
ど

に
関
す
る
書
籍
を
１
７
０
０
冊
所
蔵
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
庄
内
に
が
ん
な
ど
の
情

報
を
集
め
る
場
所
が
な
か
っ
た
開
館
当
時

に
始
め
た
活
動
で
、
致
道
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

の
受
付
に
て
利
用
者
カ
ー
ド
を
申
請
す
れ

ば
誰
で
も
本
を
借
り
ら
れ
ま
す
。
必
要
な

情
報
の
探
し
方
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、

ス
タ
ッ
フ
が
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

致道ライブラリー内のからだ館コーナー

　

今
年
度
は
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

テ
ー
マ
に
合
わ
せ
た
関
連
書
籍
を
展
示
す

る
﹁
ヘ
ル
ス
ケ
ア
企
画
展
示
﹂
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
今
ま
で
に
開
催
し
た
テ
ー
マ

は
﹁
が
ん
治
療
を
さ
れ
て
い
る
方
の
お
化

粧
﹂、﹁
医
療
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
﹂﹁
身
近
な
人
が
が
ん
に
な
っ
た
と
き
﹂。

現
在
は
﹁
が
ん
と
栄
養
﹂
を
９
月
９
日
か

ら
10
月
25
日
ま
で
開
催
し
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

2024.10.10

お知らせ・募集コーナー

健幸ゲームマイスター
養成講座のお知らせ

元気の

つくり人

難
病
カ
フ
ェ
in
庄
内

代
表  

梅
津

真
由
美
さ
ん

❶

庄内地域で活動している人や団体を紹介するコーナーです。
ご自身に合うコミュニティ探しの参考にしてください。

　

ご
自
身
の
難
病
に
悩
ん
で
落
ち

込
ん
で
い
た
当
時
、
年
１
回
開
催

さ
れ
て
い
た
﹁
難
病
交
流
会
﹂
に

参
加
し
た
梅
津
さ
ん
。
自
分
と
同

じ
よ
う
に
周
囲
の
人
に
病
気
の
こ

と
を
話
せ
な
い
人
が
多
い
こ
と
を

知
り
、﹁
も
っ
と
気
軽
に
集
ま
れ

る
場
所
が
あ
れ
ば
﹂
と
感
じ
ま
し

た
。
２
０
１
９
年
頃
、
タ
イ
ミ
ン

グ
よ
く
仲
間
に
出
会
い
、
難
病
カ

フ
ェ
を
発
足
。
以
来
、
年
に
３
～

４
回
ほ
ど
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
す
る
皆
さ
ん
の
共
通
の
悩

み
は
﹁
病
気
を
受
容
す
る
こ
と
﹂

﹁
仕
事
﹂﹁
病
気
に
対
す
る
周
囲
の

理
解
﹂と
の
こ
と
。
自
分
の
病
気
・

障
害
の
経
験
を
活
か
し
た
活
動
を

し
て
い
き
た
い
と
話
し
ま
す
。

　
障
害
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
外

を
出
歩
い
て
交
流
し
あ
え
る
庄
内
、

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
満
ち
た
庄

内
を
願
い
な
が
ら
活
動
中
で
す
。

難病カフェ in 庄内
2019 年に発足した難病の当事者、ご家
族、友人たちが集まり、経験や思いを分
かち合い交流するコミュニティ。カフェ
は不定開催。詳細はFBなどでご確認を。

対象：当事者、ご家族、関心のある方、
どなたでも参加OK
会費：200 円
問い合わせ：難病・障害コミュニティにじいろ
電話：050-3553-4088
E-mail　ncshonai556@gmail.com

からだ館では「健幸」な人生を送るた
めのヒントが詰まったオリジナルゲー
ムを２つ作成しました。現在一緒に広
めてくれる仲間を募集しています。１
回の参加であなたもマイスター！

 facebook

わ

か
ら
だ
館

健
幸
す
ご
ろ
く

わ
た
し
の
好
き
な
１
札

か
ら
だ
館
ス
タ
ッ
フ
　
小
林
ま
ゆ
み

た
誕
生
日

親
と
自
分
に

あ
り
が
と
う

自
分
の
体
も

１
年
間
頑
張
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

病
を
超
え
て

今
年
も
元
気
で
す
。

親
と
ご
先
祖
様
に
も

感
謝
。

﹁
健
幸
か
る
た
﹂
に
は
、

病
に
直
面
し
て
い
る
人

や
克
服
し
た
人
な
ど
そ

の
体
験
を
し
た
人
だ
か

ら
こ
そ
生
ま
れ
る
言
葉

が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
札
も
そ

の
一
つ
。
産
ん
で
く
れ

た
親
だ
け
で
な
く
、
今

生
き
て
い
る
自
分
の
体

に
も
感
謝
す
る
。命
は
、

体
が
ち
ゃ
ん
と
働
い
て

機
能
し
て
く
れ
て
い
る

か
ら
あ
る
も
の
。
そ
の

こ
と
に
改
め
て
気
づ
か

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

11/15（金）
13:00~16:00

健幸かるたと健幸すごろくの
実践体験

鶴岡タウンキャンパス３階 SA

次回開催日

内　容

会　場

500 円参加費
（すごろく一式と
認定証などの材料費）

ピアサポート活動 がん患者サロン
にこにこ俱楽部絵手紙教室

・毎月第一金曜日 10:00~11:00
・鶴岡タウンキャンパス３階 SAにて
・参加費 100 円
・2024 年度の開催日予定日
　11/1、12/6、1/17、２/7、３/7
初めて参加される方はからだ館にご
連絡ください。

・毎月第一火曜日
　10:00 ～ 11：30
・鶴岡タウンキャンパス
　３階セミナー室 SA
・参加費 500 円（要申込）
どなたでも参加できます。
興味のある方はご連絡を。
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３ ２

１
．調
べ
る
・
探
す

　

致
道
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
内
に
が
ん
を
中
心

に
病
気
の
治
療
や
予
防
、
健
康
維
持
な
ど

に
関
す
る
書
籍
を
１
７
０
０
冊
所
蔵
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
庄
内
に
が
ん
な
ど
の
情

報
を
集
め
る
場
所
が
な
か
っ
た
開
館
当
時

に
始
め
た
活
動
で
、
致
道
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

の
受
付
に
て
利
用
者
カ
ー
ド
を
申
請
す
れ

ば
誰
で
も
本
を
借
り
ら
れ
ま
す
。
必
要
な

情
報
の
探
し
方
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、

ス
タ
ッ
フ
が
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　

か
ら
だ
館
を
オ
ー
プ
ン
し
て
ま
も
な
く
、

が
ん
治
療
を
経
験
し
た
人
の
声
か
ら
始

ま
っ
た
の
が
、
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
﹁
に
こ

に
こ
倶
楽
部
﹂
で
す
。
以
来
毎
月
第
１
金

曜
日
、
当
事
者
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
、
家

族
が
集
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
や
思
い
を

話
し
、
聞
き
合
う
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

テ
ー
マ
に
合
わ
せ
た
関
連
書
籍
を
展
示
す

る
﹁
ヘ
ル
ス
ケ
ア
企
画
展
示
﹂
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
今
ま
で
に
開
催
し
た
テ
ー
マ

は
﹁
が
ん
治
療
を
さ
れ
て
い
る
方
の
お
化

粧
﹂、﹁
医
療
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
﹂﹁
身
近
な
人
が
が
ん
に
な
っ
た
と
き
﹂。

現
在
は
﹁
が
ん
と
栄
養
﹂
を
９
月
９
日
か

ら
10
月
25
日
ま
で
開
催
し
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

健康大学「がん治療をされている方のお化粧」では、
資生堂ソーシャルエリアパートナーの佐藤さんによ
るアピアランスケアセミナーを開催しました。

　

実
際
に
﹁
に
こ
に
こ
倶
楽
部
﹂
を
始
め

る
と
、
食
事
や
セ
ル
フ
ケ
ア
な
ど
、
健
康

に
ま
つ
わ
る
こ
と
を
学
び
た
い
と
の
声
が

届
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
テ
ー

マ
に
合
わ
せ
た
専
門
家
を
招
き
、
互
い
に

学
び
、
教
え
合
う
﹁
健
康
大
学
﹂
を
開
始
。

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
開
催
し
て
き
ま
し

た
が
、
中
に
は
10
回
に
わ
た
る
﹁
が
ん
ピ

ア
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
﹂
の
受
講
者
が
、

荘
内
病
院
の
﹁
荘
内
傾
聴
カ
フ
ェ
に
こ
っ

と
﹂
を
立
ち
上
げ
た
り
、
認
知
行
動
療
法

に
つ
い
て
の
勉
強
会
が
地
域
の
人
た
ち
が

遊
び
な
が
ら
自
分
を
見
つ
め
る
﹁
健
幸
す

ヘルスケア企画展示の様子

２
．出
会
う
・
わ
か
ち
合
う

３
．楽
し
く
学
ぶ

　

以
上
が
か
ら
だ
館
の
活
動
３
本
柱
で
す

が
、
次
の
よ
う
な
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●
健
幸
ゲ
ー
ム
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
講
座　

　

か
ら
だ
館
で
は
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ゲ
ー
ム
が
二

４
．広
め
る
、
知
っ
て
も
ら
う

３
．楽
し
く
学
ぶ

「にこにこ倶楽部」に参加することで、安心感や心の支え
を得たとの声が参加者から寄せられています。

ご
ろ
く
﹂
の
企
画
制
作
に
結
び
つ
い
た
り

と
、
そ
の
後
の
活
動
に
大
き
く
発
展
す
る

も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
致
道
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
の

﹁
ヘ
ル
ス
ケ
ア
企
画
展
示
﹂
に
合
わ
せ
た
健

康
大
学
と
、昨
年
度
に
好
評
を
博
し
た
﹁
人

生
の
終
い
方
、
あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る
?!
﹂

を
ダ
ブ
ル
開
催
し
て
い
ま
す
。

つ
あ
り
ま
す
。﹁
健
幸
す
ご
ろ
く
﹂
と
﹁
健

幸
か
る
た
﹂
で
す
。
か
る
た
は
以
前
か
ら

一
般
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
は
二
つ
の
ゲ
ー
ム
を
よ
り
多
く
の
人
た

ち
か
ら
使
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、﹁
健
幸

ゲ
ー
ム
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
講
座
﹂
を
開
催
。

受
講
修
了
者
に
は
認
定
書
と
す
ご
ろ
く
一

式
を
贈
呈
し
、マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
関
わ
っ

て
い
る
団
体
や
地
域
活
動
で
活
用
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
４
Ｐ
へ
。

●
出
前
講
座

　

ス
タ
ッ
フ
が
指
定
の
場
所
に
伺
っ
て
、

か
ら
だ
館
に
つ
い
て
紹
介
す
る
活
動
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
視
察
受
け
入
れ

　

県
内
外
か
ら
の
視
察
受
け
入
れ
も
し
て

い
ま
す
。
早
め
に
連
絡
を
頂
け
れ
ば
が
ん

患
者
サ
ロ
ン
の
視
察
も
可
能
で
す
。

　

鶴
岡
公
園
前
の
鶴
岡
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
２
階
で
す
。
致
道
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
奥

に
あ
り
ま
す
の
で
、
わ
か
ら
な
い
場
合
は

致
道
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
受
付
で
お
聞
き
く

だ
さ
い
。

　

ご
来
館
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

か
ら
だ
館
の
場
所

からだ館の

は

からだ館通信【68号】 2024.10.10 発行

人生の終い方

もし自分が認知症や病気などで判断能力が欠けてしまったら、金銭的な管理や
医療費の支払いなどどうしたらよいのだろう。そんな思いがよぎる人注目！ 
からだ館では 7/26 の健康大学「どうする ?! 人生の終い方」で、実際に利用
している Kさんの体験談を聞きながら、成年後見制度について学び、考えまし
た。その内容をチラリとご紹介します。

今年度、からだ館では、「がんと○○○」というテーマで図書展示と勉強会
を開催しています。第３回勉強会は「お医者さんに自分のことをちゃんと伝
えられない」との声をよく聞くことから、テーマはずばり「医療者とのコミュ
ニケーション」。6/15 に日本海総合病院主任医療福祉相談員の佐藤望さん
から、そのコツを教えていただきました。

わたしの

本人の意思を尊重しながら権利や財産を守る法的な仕組
みのことです。法的判断能力が不十分な方を対象とした
「法的後見制度」と、将来に備えて十分な判断能力がある
時に自分で決める「任意後見制度」の二つがあります。
ただし、この契約でカバーできるのは本人生存中の財産
管理のみで、死後の事務処理については「死後事務委任
契約」が必要となります。

困っていることは本人にしかわからないから、からだの
こと、薬の効果、不安なことを先生に素直に伝えてみま
しょう。もし上手くできなかったらその日の担当の看護
師に声をかけてください。「大丈夫ですか？」と聞かれ、
条件反射的に「大丈夫」と言ってしまうと、問題ないと
思われてしまうのでご注意を。

地域に身寄りの親戚がいない中で一人暮らしを長く続け
てきたKさん（80代）は、自分のお金や財産のことをどうす
るか、よく考えていました。両親が亡くなった年齢を自
分が超えたことを機に行動を開始。「任意後見制度」を利
用しようと、信頼できる知人に後見人を頼み、一緒に弁
護士を訪問しました。結果、後々トラブルにならないよ
うに、自分の財産に関する人たちの戸籍謄本を集めるこ
とは苦労したけれど、想像していたより料金もかからず、

成年後見制度を利用してみて

参加者の感想、質問

成年後見制度とは

コツ１　医療者と話してみる

診察の前に聞きたい内容を箇条書きのメモにまとめてい
きましょう。先生に言われたことを、その場でメモする
のも大事です。ただし、録音は病院によっては NG なとこ
ろもあるので、事前に確認を取ってください。

コツ２　メモを持参する

医療者と二人っきりだと見えない圧で話せなくなること
が多いので、家族や友人に同席してもらいましょう。一
人で聞くよりも安心感があるし、診察後も話し合ってよ
り正しく記憶に残ります。

コツ３　同席してもらう

本人だけでなく家族や友人もOK。相談センターのある病
院に通院していなくても相談OK。電話相談、匿名相談も
OK。専門的な内容は、担当者がその時わからなくても専
門家に聞いて後日伝えます。

それでもうまくいかない時は…

すべての手続きを終えた今は、生きているうちに自分が
やるべきことができて清々しい気持ちでいるとのこと。
最期まで、大好きな鶴岡で元気に生きていきたいと話し
てくれました。

・手続きの流れがわかってよかった。実際にどのくらいの
期間かかるのか→K さんは２ヶ月ほどで完了。
・後見人や弁護士の財産使い込みトラブルを聞いたことが
ある→後見人選びはとても大切。適切な人がいない場合
は社会福祉協議会で請け負うことも可能。
・弁護士の選び方も難しい→最初は社会福祉協議会や市役
所の長寿介護課に行くのがベター。
・サポート内容は？→契約次第。料金はサポート量や本人
の収入によって変わる（月額）

①

などなど、当日は参加者の皆さん熱心に成年後見制
度について学んでいました。次号は認知症の父を看
取った娘のお話です！

健康大学
「がんと〇〇」

覚えておきたい　
医療者とのコミュニケーションのコツ

がん相談支援センターに相談してみましょう
0234-26-5282（日本海総合病院内 8:30 ～ 17:15）


